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した.大気関肱，液静U:. . 室温下の H~心けNHa混合水橋夜中の
1iのιTの時間変化をサンプリング間隔は 1s毎に 7.2ks(2時
間)測定したこの結果，漫演直後は・0.51Vを示していたιT
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Fig.3 PoIarization 悶 is国首ce哨 tmlt 白1司typlo包. which are 
calωIated by using date of Fig.2 
4. 考察
4.1 Tiの溶解反応の構成半反応




2TI + 2NH3 + 5H202 .(NH.h[TI2(OHho] (2) 
半反応戒に分割して
{zT引1+2川 +1酬-司州山附10山町 σ


















icor = l/loli・ム+l/-L，:o..L 
となる.つまり OH'の拡散律速となる.このi側，Lはアノー ド分
極抵抗曲線の抵抗無限大に対応する.この無限大は Fig.3の極
大値に対応し，その時の電流密度i"3mAcm・2に相当する.こ
のら..=i，倒'，L=3mA cm・21土腐食減最から換算した値3.2mA cm・2
とほぼ一致している.
